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１．はじめに 

鎖国政策のひとつである長崎警備は幕府の重要な政策

であり、その任務は 1642 年以来福岡藩と佐賀藩の隔年交

替の役務であった。しかし 1808 年イギリス軍艦「フェー

トン号」がオランダ船を装い長崎港に不法侵入した事件で、

警護当番藩であった佐賀藩は大きなダメージを受け、佐賀

藩にとって長崎防備は大きな課題となる。 

鍋島直正が 1830年(天保元)に 15歳で十代佐賀藩主を襲

封すると、先規の通り長崎警護の仰せを蒙る。そこに 1840

∼42 年のアヘン戦争によって欧米列強の圧倒的な強さを

見せつけられ、長崎防備強化の必要性に迫られて若き藩主

のリーダーシップの下に長崎湾外の台場の築造、鉄製大砲

の製造、蒸気軍艦の整備をおこなった。 

蒸気軍船については買船で海軍力増強に務めながらも

蒸気船の研究を進めながら、1865 年にわが国で最初の実

用船である御召蒸気船凌風丸を建造し、並行してわが国最

初の乾船渠を築造し、初めてボイラーを製造するなど船舶

修理能力の充実に努めた。 

本論では佐賀に残る遺構をたどりながら幕末佐賀藩の

造船技術について述べる。 

 

２．造船の胎動 

2.1 藩主のリーダーシップ 

藩主・鍋島直正は長崎に入港する外国軍艦をしばしば訪

れた。襲封した 1830 年（天保元）には早くも長崎にオラ

ンダ船を訪れた。1)  

次いで 1844 年（弘化元）にオランダ国王ウィルレムⅡ

の親書を携えた軍艦パレンバン号が長崎に来航した折に

は、藩主鍋島直正は長崎奉行所に願い出て 31 名の家臣を

伴い訪船した。Fig.1 に鍋島報效会（佐賀市・徴古館）所

蔵の 1844 年に作成された「鍋島直正和蘭船乗込図」を示

す。そこには西洋諸国の実情を自らの目と耳で確認する様 
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が 18 枚の絵図に詞書と共に詳細に描かれている。2) 

この知見をもとに、翌年には大砲の近代化・大型化にの

りだし、1850 年には幕閣に佐賀藩独自の事業として長崎

湾口の両島台場（神ノ島、伊王島）の築造着手を通告。1852

年(嘉永５)に理化学研究所精煉方を設立して基礎研究を

始め、佐賀支藩・武雄でも蒸気船の研究が始められた。 

藩主鍋島直正はその後も長崎に寄港したオランダ軍艦

スンビン号を 1854 年(安政元)に、翌 1855 年に同ヘーデ

号を訪ね西欧の新知識の取得に努めた。前者については同

艦艦長ファビウスの「駐留日誌・開国日本の夜明け」に「肥

前公は 10 月 17 日、本船を訪ね午前 9 時から午後 5 時ま

で終日熱心に蒸気機関術、海軍、砲術、造船術などについ

て質問を繰り返した」と記されている。後者については鍋

島報会所蔵の｢斉正公蘭船ゲーデ号訪問図｣(1855)に描か

れている。この時は船将の案内で大砲や小銃などの調練を

視察した後船内を巡覧。欧米の海軍情勢や佐賀藩が注文し

た電流丸の建造状況などを船将から聞いたとある。3),4) 

2.2 佐賀支藩・武雄藩の蒸気船研究 

武雄藩は洋式砲や洋式火術の導入について先駆者であ

るが、蒸気船についても早い時期から研究を進めたことが

武雄鍋島家資料として武雄市に残されている。それには蒸

気船製造書の抜粋、蒸気機関に関するオランダ書の抄訳、

安政元年に幕府が購入した蒸気船雛形の側面図と蒸気汽

缶の図、来﨑したフランス蒸気軍艦の寸法書きなどに、洋

書を読むのに必要な度量衡の比較表、圧力計の図、気圧計

なども含まれ、1841 年の日付も見られる。5) 

1854 年(安政元)に佐賀本藩の藩主鍋島直正は蒸気船建

造を決めると、支藩の武雄藩主鍋島茂義が佐賀藩の蒸気船

建造の責任者に任命された。 

 
Fig.1 Picture of Prince Nabeshima  

visiiting Netherlands Warship Palembang 
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2.3 精煉方の活動 

精煉方は 1852 年(嘉永５)佐賀城下郊外の多布施に設置

され、佐野常民が主任となり各地から中村奇輔、石黒寛次、

田中久重らが招聘されて、鉄製の大砲鋳造や蒸気機関など

の研究開発が進められた。 

Fig.2 に鍋島報效会に所蔵されている明治 6 年(1873)頃

の精煉方の建物配置を描いた精煉方略図を示す。図の上の

方に御成座、その上側に製薬所、硝子製造所、鋳物場、鍛

冶所、図の右上から下に紙漉場、蘭学所、硫酸工場、図の

右下に硝石小屋、図の左に中村の居宅が設けられている。 

佐賀藩士池田半十郎の日記を明治期に写した「池田私記」

の嘉永 7 年(1854)の記述によると「精煉方面々、中村奇輔･

石黒寛治･田中儀右衛門、追々御番方御用蒸気軍艦御製造

御用をも仰せつけられ」とあって、翌安政 2 年(1855)に中

村奇輔他から蒸気船・蒸気車などが提出した雛形製造願い

が認可されて 3 体の蒸気機関模型が製作された。 

Fig.3 に鍋島報效会に保管･所蔵されているそれら雛形

を示す。図左上はスクリュー船、図右上はその 2 気筒揺動

型機関のレントゲン写真、図左下は外輪船雛形(2 気筒傾

斜型クロスヘッド型)、図右下は蒸気車雛形(2 気筒横置)

である。 

雛形には鉄、銅、真鍮など多様な材料が使用され、クラ

ンクシャフト、プロペラシャフトなど動力伝達系には精緻

な加工が施されている。またボイラーは単管式から多管式

となり汽水分離や熱交換性能の向上も図られていて①蒸

気車→②蒸気外輪船→③蒸気スクリュー船へと高度化し

蒸気機関としての完成度は高い。6) 

Fig.4 に 1927(昭和 2)に制作され鍋島報效会に所蔵され

ている考証復元図「佐賀藩精煉方絵図」を示す。藩主鍋島

直正の御前で蒸気機関車の雛形を走らせ、会場の右隅では

蒸気船雛形を展示している様子が描かれている。7) 

３．長崎海軍伝習所 

1840 年のアヘン戦争は鎖国を海防の一つのよりどころ

としていた幕府に大きな衝撃をあたえ、1853 年(嘉永 6)

のペリー来航により遂に 250 年の長きにわたり閉ざして

いた門戸を開き、大船製造の禁を解いて諸大名に対し届出

制とした。これにより幕府、諸藩は海軍創設のため一斉に

洋式船の自力造船に取りかかった。幕府は西洋の造船技術

と運用操船技術を習得するために翌 1854 年(嘉永 7)にオ

ランダ軍艦スンビン号艦長ファビウス中佐が作成した海

軍創設意見書を採択して、オランダ政府に海軍教師の派遣

を頼み長崎で海軍伝習を行うことを決めた。 

1855 年（安政 2）長崎海軍伝習所が開設され、予備も

含め 1854～59 年にわたり約 5 年間海軍伝習が行われ、そ

れには通算 384 名の幕臣、諸藩士が順次派遣された。佐

賀藩は他藩の合計 104 名を大きく上回る 163 名もの藩士

を派遣し、オランダ側からは佐賀藩藩士が最も真面目に取

組み成績優秀であったと評価されている。 

ここでは運用操船技術、海兵の陸戦術などと並んで造船、

蒸気機関についも講義がなされ、軍艦を保有するには修船

設備の重要性も指摘された。この間、佐賀藩練習生は長崎

奉行所から借用した長崎大波止でオランダ人を雇いコッ

トル型帆船晨風丸(長さ 22.5m､排水量 50 トン)を造り､

1858 年(安政 5)5 月に藩主出席のもとに進水させ､11 月に

はオランダ人も招きコットル船打建の式を行っている。 

Fig.5 に昭和初期(20 世紀始)に制作され鍋島報效会に所

蔵されている考証復元図「長崎海軍伝習所 練習艦観光丸 

並出島和蘭屋敷図」を示す。図の中央左寄りに長崎伝習所

の建物が、その手前には佐賀、薩摩、筑前藩の早船から上

陸した練習生が隊列をくんで伝習所の門に至る情景が描

かれている。図の右上には出島、その向こうには練習艦 

観光丸が描かれている。8) 

  

  

Fig.3 Model of Steam Ship & Locomotive 

 
Fig.4 Exhibition of Steam Locomotive & Ship 

 
Fig.5 Picture of Nagasaki Naval School 

 
Fig.2 Arrangement of Laboratory for Seirenkata  
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4. 三重津海軍所 

4.1 海軍力の増強 

佐賀藩は幕府に「伊王島神ノ島備向ニ付」蒸気船の発注

を願い出て認可され、オランダ軍艦スンビン号(後に幕府

に献上され観光丸)略同型 1隻(木･汽･外車･約 300トン)を

安政 2 年(1855)に発注する。安政 3 年にオランダに造船機

械一式を発注。安政 4 年 7 月にオランダで建造され長崎

に回航されてきた帆船飛雲丸(木･帆･全長 21.8m)を買い、

万延元年(1860)には幕府から長崎警備用として蒸気軍艦

観光丸の運用を委託される。元治元年(1864)に甲子丸(鉄･

汽･暗車･500 トン)、慶応 2 年(1866)に皐月丸(鉄･汽･暗車･

370 トン)、慶応 3 年に孟春丸(鉄木･汽･暗車･360 トン)、

明治元年(1868)に延年丸(木･汽･暗車 700 トン)、秋芳丸

(鉄･汽･暗車･500 トン)、金花丸(木･汽･暗車･200 トン)、

明治 3 年(1870)に日新丸(木･汽･暗車･1,350 トン)、神効丸

(鉄木･汽･暗車･1,200 トン)を購入して海軍力の増強を図

った。9) 

安政 5年(1858)2月に佐賀市の有明海に面し藩の船屋が

あった三重津に御船手稽古所を設置、安政 6 年に長崎海軍

伝習所が閉鎖されると海軍稽古場を拡張するとともに海

軍根拠地として整備した。 

Fig.6 に鍋島報效会に寄託されている 1860 年代後半の

考証復元図(1925 年陣内松齢筆)の三重津海軍所之図を示

す。上述の軍艦が勢ぞろいして描かれている。 

4.2 蒸気船凌風丸の建造 

1854 年(安政元)に藩主鍋島直正が蒸気船建造を決め前

述のように蒸気船の研究を続けるが、急がれる長崎防備強

化のための長崎湾外の台場の築造、鉄製大砲の製造、蒸気

軍艦の購入整備が藩の財政を著しく圧迫した。10) 

文久 2年(1862)7月に幕府が諸藩の艦船購入を許すと大

船禁止令解除で一斉に自力造船に注力していた幕府・諸藩

はこの頃になると、｢外国には諸技百工何れも器機相備わ

り､人力を費やし候儀相少なく､此方は何一つも其器相備

わり申さず｣というもとでは､｢実用の蒸気船帆前軍艦｣の

建造は難しいとしてこぞって買船に方針変更した。 

その状況の中にあって、佐賀藩は文久 3 年(1863)に三重

津海軍所で御召浅行小蒸気船(全長約 18m、蒸気機関出力

10 馬力)建造を評議して、三重津海軍所で建造に取り掛か

り、慶応元年(1865)10 月に竣工した。 

蒸気船としては薩摩藩がすでに 1855 年「雲行丸」を建

造していたが 10 馬力といわれていた出力が実際は蒸気漏

れなどがあり 2～3 馬力にすぎず、実用的な点からは「凌

風丸」がわが国で初めての蒸気機関を搭載した船といえる。

最近、本船が初めて国産蒸気船として藩主鍋島直正の御座

船としての実用運航されたことを裏付ける「運航記録」が

確認された。11),12),13) 

Fig.７に藩主鍋島直正を祀る佐嘉神社に所蔵されてい

る昭和 18 年(1843)に考証されて描かれた「凌風丸」絵図

を示す。建造に携わった佐野常民ら 11 名の氏名と主要な

寸法が記載されその姿を残している。その賛に「文久三年

三月六日、鍋島閑叟公多年之計書漸成以佐賀一手於三重津

海軍所命蒸気船製造、直使起工、而以佐野栄寿左衛門、藤

瀬孫太郎、島團右衛門、増田孫作、中牟田倉之助、兵働忠

平、松村一郎助、田中近江、田中儀右衛門、福谷啓吉等十

一人、為共主任、督励大力、慶応元年竣工、近海之巡航、

供長崎之警備命名凌風丸、蓋我國蒸気船製造之第一船也云、

而基要目者、木製外輪、二檣、一煙突、長六十尺、巾十一

尺、十馬力也」とある。 

4.3 修船場としての三重津海軍所 

三重津海軍所は佐賀市の南に位置し、佐賀と福岡の県境

を流れる筑後川が大中島を挟み早津江川と筑後川の二つ

に分れ有明海にそそいでいる河口より、約 6km 上流に位

置する。Fig.8 に佐賀市三重津の全景を示す。 

当時は海図の不備と操船未熟から海難事故が多く船体

を損傷することが多く、また木造船では定期的に船底の銅

板を張り替え填隙する必要があった。また蒸気機関は材質

や工作の不良により故障が多く、ボイラーは海水を使用し

ている船が多く 3～5 年で換装する必要があった。14) 

乾船渠の必要性については長崎海軍練習所の講義でも

指摘されていたが、わが国には幕府が万延元年(1860)9 月

に運用を始めた浦賀の埋立て地にある石垣造りの荷役用

運河に仮設した乾船渠があるのみであった。15) 

文献から三重津海軍所で万延元年(1860)に乾船渠が着

工され、遅くとも文久元年(1861)秋には稼働していたこと

が判り、その存在が発掘調査により確認された。わが国最

初の乾船渠の築造である。16) 

この地は九州一の大河筑後川の河口にあるため沖積層

による軟弱地盤であるため渠璧を石造構造にすることは

難しく、緩やかな階段状の木組み構造で構成され、渠底は

硬いカキ殻層によって形成されている。 

次頁の Fig.9 に本乾船渠の断面を示す。渠璧上端の幅は

21.5m、標高 3.0m、渠璧上端から渠底までの寸法は 3.3

 
Fig.6 Picture of Saga Mietsu Naval Base 

 
Fig.8 Panoramatic View of Mietsu 

 
Fig.7 Picture of SS Ryofu Maru 
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～3.8m で、描かれている船の断面は船幅 7.9m の電流丸

である。船渠の長さは約 65m である。満潮時に入渠させ

て干潮にかけて自然排水し、それから渠口に設けた起倒式

の木板扉を立て浸水を防いだ。 

Fig.10 に乾船渠発掘状況を示す。丸太と板材による渠

璧の木組み構造が分かる。 

本乾船渠の稼働状況は良く分からないが、発掘調査の結

果から明治 2 年頃までは船渠の保守の痕跡が認められる

ので、この間に電流丸、飛雲丸を始め佐賀藩保有艦船の船

底修理・船体保守に活用されたものと思われる。17) 

電流丸のボイラーが文久元年(1861)7月に交換する必要

があることが判った。オランダに注文すれば「過分の金額」

となるところを「御国元において製作相整わる方、至極御

弁利」として乾船渠に隣接して製造所が設けられ、精煉方

の田中久重が担当者となり翌年にわが国で初めてボイラ

ーの製造に成功した。この実績に幕府から建造中の蒸気軍

艦千代田形のボイラー製造依頼があって文久 3 年に製造

し、幕府より｢蒸気鑵は於御邦初而製造之事｣として褒賞が

与えられた。18) 

また最近の発掘調査から小規模ながら在来技術による

洋式船に必要な銅板や銅釘の製造や修理に必要な金属部

品加工を行う金属加工場が乾船渠に隣接して設けられて

いたことが判明している。19) 

 

5. まとめ 

佐賀藩鍋島直正はアヘン戦争の結末を知るや諸侯の中

で初めて長崎にオランダ軍艦パレンバン号を視察し、佐賀

藩担当の長崎防備に西洋技術を取入れることを本藩や支

藩の家臣に示し、理化学研究所の精煉方を設けて他藩から

も人材を招いて製鉄、大砲製造、蒸気船、蒸気機関などの

研究を行なった。また武雄支藩でも蒸気船、蒸気機関の研

究が行われ、オランダ人による幕府長崎海軍伝習所に多く

の人材を派遣して、操船、造船、蒸気機関技術の習得に努

めた。 

長崎防備強化のため多くの艦船を購入し佐賀の三重津

に海軍根拠地を整備すると、それまでの研究を活かして三

重津で乾船渠を築造、船体修理や初めてのボイラーの製造、

実用蒸気船凌風丸の建造を行い、当時わが国で最も進んだ

造船技術を展開した。 
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Fig.10 Excavation of Mietsu Dry Dock 

 
Fig.9 Section of Mietsu Dry Dock 
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